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平成29年度▢▢
▢▢ 入学試験
特待生　前期▢▢
▢▢ 解答用紙

受験番号 氏　　　　名 評　　点

模範解答 100

１▢ ▢▢ （１） （２） ２▢ ▢▢ （１） （２）

 ％  人

２▢ ▢▢ （３） （４）

▢▢ °
図や式や考え方

 答　　　　　個

（５） （６）

図や式や考え方

 答　　　　　通り

図や式や考え方

 答　　　　　ｃｍ

３▢ ▢▢ （１）

 ｋｍ

（２）

図や式や考え方

 答　家から　　　　ｍ

４▢ ▢▢ 理由

 答　合計　　　　個

▢▢

０.５１ ３　　 １０ ２７

１６５

線分図を使って考える
白のボールの個数を①とすると
　５２－４＝４８（個）
が①４個分の個数と分かる
　４８÷４＝１２（個）
となるから白のボールは１２個となり
黒のボールは
　１２×３＋４＝４０（個）

　　　　　　　　　　　 ４０

 ３  
 ４０

2

家から駅まで２km＝２０００ｍはなれているから
弟は家まで
　２０００÷１００＝２０（分）
かかり，１０時３０分に着いたことが分かる
姉はその間に３０分間歩いていることになるので家から
　５０×３０＝１５００（ｍ）
はなれた地点にいる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５００

表を利用して考える

表から咲いた花の個数は

　３＋４＋３＋８＋２＋４＝２４（個）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２４

分数　　が整数にならない場合は

・アが１のとき…１つもない
・アが２のとき…イが１,３,５の３通り
・アが３のとき… イが１,２,４,５の 

４通り
・アが４のとき… イが１,２,３,５,６の 

５通り
・アが５のとき… イが１,２,３,４,６の 

５通り
・アが６のとき… イが１,２,３,４,５の 

５通り
全部で３＋４＋５×３＝２２

　　　　　　　　　　　　２２

 イ  
 ア 

①と②の部分の面積が等しいので

半円と長方形の面積も等しい

半円の面積は

　４×４×３.１４÷２＝２５.１２（cm2）

であるから，長方形の面積も

２５.１２cm2 となり，アの長さは

　２５.１２÷４＝６.２８（cm）

                                   ６.２８

配点　1 各５点
　　　2 （１）～（３）各８点，（４）～（６）各１２点
　　　3 （１）８点，（２）１２点
　　　4 １０点

黒

白

① ① ①

①

４個

２月
１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 １０日

咲いていた
花の個数  ０  ３  ７ １０ １８ １５ １３ １４  ６  ６

 ３  ３  ３  ３
 ４  ４  ４  ４

 ３  ３  ３  ３
 ８  ８  ８  ８

 ２  ２  ２  ２
 ４  ４  ４


